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—編集後記—

皆様，第 143号はいかがでしたか？ 私は，今回掲載
された記事の原稿チェックをした関係で，編集後記を

担当することになりました. どうぞよろしくお願いい
たします. 土壌の物理性第 136号の巻頭言で，石黒宗
秀先生が，「土と内臓」（築地書館）という書籍を紹介

されていました. 気になって読んでみたところ，とて
も面白い！ と思いましたので，私なりにこの本を読ん

で考えたことを書いてみようと思います.
タイトルにある内臓とは，私たちにとってのいわゆ

る内臓であり，特に大腸を指しています. そして，この
本では，もう一つ，植物の根という意味でも使われて

います. 大腸とその内側の空間（内腔と呼ばれます）を
ひっくり返したものは，根と根圏にそっくりであると

いうことが指摘され，その空間における人または植物

と微生物の健全な共生関係が，人または植物の健康に

おいて重要であると著者は主張しています. この本は，
生命を，一つの独立したものとしてではなく，複数の

生物が相互に作用しあう生態系であると見ています.
さて，読んで驚いたことには，この本の中には土壌

物理学という単語が出てくるのです. 日本語訳では次
のように書かれています. 「土壌生態学は，土壌物理
学や土壌化学のようなはるかに確立された分野に比べ

ると，まだ幼年期にある. 」私は，科学読み物の中で，今

まで土壌物理学という単語に出会ったことがなかった

ので，ちょっと嬉しくなってしまいました.
この一文に対する印象は人それぞれだと思います.
私自身は，土壌生態学をまったく知りませんが，生命

の多様さや複雑さを考えると，土壌生態学の未知なる

領域が広大であることはなんとなく分かるなと思いま

した. また，土壌物理学が，ダルシー則や流体力学の考
え方を理論の土台にしていることや，条件を整えられ

る室内実験を得意としていることなどを考えると，確

立されている部分はある，といえそうです.
最終的に気になったのは，土壌生態学と土壌物理学

の関係はどうなっているのだろうか，というものでし

た. 例えば，土壌微生物と植物の共生関係が，土壌の
物理性とどう関係しているのか，私は説明できません.
そもそも，これは重要な問いなのか分かりません. し
かし，例えば人の健康は，血圧や心電図といったいろ

いろな測定値から判断されます. 同じように，土壌生
態系のバイタルサインを土壌物理学は提供できるので

しょうか？ この問いを追求するためには，私たちは，

確立されていると言われた土壌物理学を，根圏，つま

り生命という視点で見る領域にまで適用する必要があ

りそうです.
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